
 
 
○では,順番通り作ってみましょう。 
・「できない。」 
・「むずかしい。」 

 
○この 1枚を動かすよ。 
・「できた！」 
・「次の形を作ってみよう。」 

 

７ 本時の学習 

（１）本時の目標 

色板を移動（ずらす・回す・裏返す）させて，様々な形を作ることができる。（１年，３年） 

（２）本時の評価規準   

イ 色板を移動（ずらす・回す・裏返す）させることで，条件に合った形を作ることができる。（１，３年） 

（３）本時で育成したい資質・能力 

   Ａ ずらす・回す・裏返すなどの手法を駆使して，条件に合った形を作ることができるよう学習に取り組むことができる。（１，３年） 

（４）本時の学習展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 「難しそう。」「できるかな。」 

  

 

  

 「わかった。」「できそう。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○できた形と，どうやって作ったかを教えてくださ
い。 
・この板を「スーッ」とやったらできました。 
・「くるん」と回したらできました。 
・ここを「パタン」と裏返したらできました。 
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  ○単元全体を貫く課題をおさえ，本時の 

学習のねらいを明確にする。 

  ○学習意欲を持たせるために，見通しをもた

せたり，オノマトペでイメージをもちやす

くしたりする。 

○色板の２色のいろを効果的に配置し，視覚

的に支援する。 

 

○どの板をどう動かすのか考えさせ，1枚だけ 
ゆっくり動かさせる。 

 
○固定する３枚の板が分かりやすいように色で見
分けることを伝える。 

 
㋑色板をずらしたり回したり裏返したりして，色々

な形を構成したり分解したりすることを考えてい

る。（発言，行動観察） 

○自分が板を動かした様子を自分の言葉で表現 
させる。   

 
○どのように伝えればよいのかわからないときに
は，わかっていることだけでもよいことを伝え， 

 言葉を補いながらまとめる。 
 
Ⓐヒントを基に自分で試行錯誤しながら形を変身さ
せている。（行動観察） 

 
 
 

○本時のめあてに対するまとめを簡潔な 
言葉で表す。 

 
○チャレンジ問題を解かせ，本時の学習が理解
できているか自分で確認できるようにする。 

 
○振り返りを簡単な言葉で表現させ，本時の学
習がよくわかったか・楽しく学習ができたか
を自分で振り返られるようにする。 

 

個人思考（２５分） 

どうやったらへんしんしたかたちがで

きるかな。 

かたちづくり 
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まとめ 

・「スーッ」と動かしたり，「くるん」
と回したり，「パタン」と裏返し
たりしたら，ちがう形ができた。 

２/７ 

ふり返り 

川中 

久保田 

ヒント 

○「スーッ」とそのままうごかす。 

○「くるん」とまわす。 

○「パタン」とうらがえす。 

いろいたをうごかして，へんしんしたかたちをつくりましょう。 

 めあて 

よそう 

スーッとかくるんとか

パタンとかして楽しか

った。 

回したり，裏返したりし

て，違う形ができたので

うれしかったです。 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

①もとのかたち 

②くるんとまわす 

③くるんとまわす 

④パタンとうらがえす 

⑤くるんとうごかす 

⑥スーッとうごかす 

 

 
○色板を 1 枚だけ動かして，変身した形を作り
ましょう。 
・「難しそう。」 
・「できるかな。」 

 
○色板の動かし方のヒントを出します。 
・「わかった。」 
・「できそう。」 

問題把握（５分） 

 
 
 
○今日は,どうやって色板を動かしましたか。 
 ・自分の言葉で表現する。 
 
○チャレンジ問題を解いてみましょう。 
 ・チャレンジ問題を解く。 
 
○今日の学習の振り返りをしましょう。 
 ・簡単な言葉で表現する。 

まとめ・振り返り（１５分） 


